
 

 

ＶＯＣについての意見（5/31現在）-評議員- 

 

ＶＯＣ１：「メーカーとの信頼関係構築のために」 

 ・機器メーカーや放射性医薬品メーカーとの間で何 がしかの共同研究や共 同発表を行う。 

 ・定期的に検 査技術や医薬品などに関する情報交換を行う。 

 ・装置の日常点検、メンテナンスのありかたについて。現場でやらないといけないこと、で

きること、やってはいけないこと、など。 

 ・各検査における条件、画像表示の統一化を行う（ガイドライン作成）。各装置での検査毎

の収集条件を作成する。各装置での検査毎の検査結果表示を作成する。 

 ・各検査診断薬の決定。骨シンチ、心筋シンチ、脳血流シンチ、腎臓など 

施設にお任せ（メーカー）はおこなわない。検査薬品により検査方法など診断評価が統一

されていない。上記装置メーカでの収集条件作成に関連する。 

・診断支援ソフトの位置付けの検討が必要。 

 

 

ＶＯＣ２：「装置、性能、ソフトの要望」 

 ・検査を行う際の条件設定、画像再構成やその他の補正処理を行う際の条件設定に自由度を

持たせていろいろな因子の検討が可能なシステムにして欲しい。 

 ・放射性医薬品の調製に必要な安全キャビネットの性能や導入に関する注意事項、設置条件

などについて 

 ・ＰＥＴ装置はＴＯＦが必要か。今後はＴＯＦ方式にすべて移行するのか 


